
製造現場のDXへの取組み

■会社概要 富士通フロンテック㈱
富士通フロンテックは1940年に設立し、設立当初よりある金型製造、金属切削加工部門ではコア技術を

背景に主に自動車会社向け金型および医療向けなどの切削加工品の販売を行っており、巧みな技術スキルが
認められ現代の名工、黄綬褒賞受賞者を輩出しております。
また、装置組立部門におきましては、銀行ならびにコンビニエンスストア向けATM、通帳プリンタ、

公営競技場（競馬、競輪場など）向け発券払戻機、手のひら静脈認証装置、RFIDタグなど多品種の
製造を行っております。
新潟工場では、卓越した加工技術と上記の多品種生産ラインを見学することが出来ます。

仮想検証ツールを活用、開発リードタイム短縮・品質向上タブレットを活用した製造情報の見える化

全製造プロセスデータをダッシュボードで見える化 ダッシュボードを元に分析・カイゼン、即実行

RFIDを活用した部品ピッキングの効率化 AGVによる部品の自動搬送

音声認識や画像外観検査の活用
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間接業務の自動化(RPA化)


